
『点訳フォーラム』より ｐ186・189 仕切りの線 

【質問】 

仕切り線の使い方についてお尋ねです。同じ本の中に「写真」「注記」が混在している本なのですが、

注記の仕切り線と写真の仕切り線として２つ仕切り線を使っていいでしょうか？各見出しの最後は仕切

り線の数は決まっていますか？１つだけだとすると、例えば注記の後に、写真がということで１行あけを

すると「写真」が本文の見出しと間違えてしまうので「注記」「写真」が２つあれば、２つの仕切り線を使

っていいのかなと考えます。 

 

 点訳書凡例で写真は各見出しの最後に、キャプションの付いているものだけを書きました。また、掲

載順に番号を付けました。注記は文中注記符の説明は各見出しの最後にまとめて点訳しました。のよう

にことわり、てびき１８６ページのコラム３３を参考に書いて、各見出しの終わりに仕切りの線を引いてい

ます。 

『点訳のてびき』より 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【回答】 

 仕切りのための線は、「コラム 34」にありますように②の点（無無無無っっっっっっっっっっっっ） 

と②⑤の点（無無無無ーーーーーーーーーーーー）を用いることができます。どう用いてもよいので

すが、たとえば、本文が終わったら、②⑤の点の仕切りのための線を書き、注記を書いて、注記が終わ

れば②の点の線を書いて写真の説明を書くこともできます。順序が逆でも自由です。こうすると、どち

らかが無い場合は、線が一つになるだけですので、気にせずに書くことができます。 

例えば、②⑤の点の下には必ず注記を書き、②の点の下にはかならず写真の説明を書くとしてもい

と思います。そうすると、注記が無い場合は、②の点で写真だけを入れ、写真が無い場合は、②⑤の点

で注記だけを書くこともできます。仕切りのための線は、１行あけより小さい区切りであるという以外、

厳密な規則はありませんので、ある程度自由に工夫することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例えば、②⑤の点の下には必ず注記を書き、②の点の下にはかならず写真説明を書く。 

 

 



『点訳フォーラム』より ｐ40 固有名詞の中の数字 

 【質問】 

固有名詞に使われている数字の扱いについてです。「一の橋」という東京港区にあるとのことです

が、ほかに「二の橋」「三の橋」とあるそうです。点訳している本には「一の橋」しかでてきません。点訳

のてびき第 3 版 Q＆A 第 2 集の Q23 で固有名詞の中に使われている数字は仮名で書くことを原則と

するので「イチノハシ」と書いていいでしょうか？辞書を調べると「一の橋」が一番目につくられたこ

ともかいてあったので、順序の意味があるとして「数１ノハシ」となるでしょうか？ 

 

『点訳のてびき第 3版 Q＆A第 2集』より 

 

 【回答】 

川にかかる橋の順番を示しますので、数字で書いてよいと思います。 

「橋」は２拍でも自立性の高い名詞ですので、区切って書いた方がよいと思います。 

数１ノ■ハシ となります。 

 

一の橋  →  数あの無はし 

  

１．p94 １．その他の固有名詞 

【Q】 

用例で「サッポロ一番」は、数１バンとなっています。固有名詞ですが数字で書く理由をお尋ねします。 

サッポロ一番 → さっほろ無数１濁はん 

【Ａ】 

商品名の由来を見ても、「一番初めに開発され、一番おいしい」など「一番」という数的な順番の意

味合いが強いですし、分かりやすいと思いますので、商品名であっても、数符を使って表した方がよい

と判断しました。 



『点訳フォーラム』より ｐ４４ アルファベットで書かれた文字や略称 

【質問】 

『S.P.Y.株式会社』九条睦月著のを点訳しています。本文に「S.P.Yours 略して S.P.Y（エス・ピー・ワイ）

あるいは SPY（スパイ）と言いまして。」 

 アルファベットで書かれているところの書き方がをお教えください。 

 

・書名の「S.P.Y.」は略称なのでてびき４４ページ備考４と考えて「外大大 SPY」または「外大 S.大 P.大 Y.」

と２つ考えらると思うのですが、書名は「外大大 SPY■カブシキガイシャ」と考えました。 

・「S.P.Yours」はてびき４７ページコラム９の NTT Communications と考えて、「外大 S.大 P.■大 Yours

外」もしくは「外大大SP■大Yours外」２つ考えらると思うのですが、「外大大SP■大Yours外」と考え

ました。 

・「S.P.Y.（エス・ピー・ワイ）」は「外大大 SPY（エスピーワイ）」もしくは「外大 S.大 P.大 Y.（エスピーワイ）」

と２つ考えらると思うのですが、「外大大 SPY（エスピーワイ）」と考えました。 

・あるいは SPY（スパイ）は諜報員という意味の語句と思うので、「引大大 SPY 引■（スパイ）と考えまし

た。 

 

【回答】 

S.P.Y.を外大大 SPY と点訳する前提で書きますと 

S.P.Y. → 、ぱぱｓねむ 

 S.P.Yours → 八ぱぱｓね無ぱむたひちのん 

 S.P.Y（エス・ピー・ワイ） → 、ぱぱｓねむ七えす無ぱひー無わい七 

SPY（スパイ） → 八ぱぱｓねむん無七すぱはい七 

となります。 

 「てびき」p47 コラム９の「NTT Communications」の例では、このような場合は外国語引用符を用

いると説明しています。 

 

 

 



『点訳のてびき』より １１２ページ ５．点訳挿入符 【備考２】 

 

『点訳フォーラム』より 

【Q】 

②③⑤⑥（七）の点が３マス連続（七七七）する状態で用いることができないために回避する方法が示

されていますが、具体的な事例を示していただけないでしょうか。 

【Ａ】 

(胸部)のようにカッコ内に書かれた語に点訳挿入符で「ムネノ■ブ」と説明を補う場合、キョーブの

直後に入れると、点訳挿入符の閉じ記号と第１カッコの閉じ記号が連続します。このようなときは、いっ

たん（キョーブ）と書いてカッコを閉じた後に、一マスあけて点訳挿入符を開きます。このように、一方

の閉じ記号と一方の開き記号が連続する場合は、間をマスあけします。開き記号どうし、閉じ記号どうし

が連続する場合に間をマスあけすることはできませんので、点訳挿入符内の文章表現を工夫するなど

します。たとえば点訳挿入符内に「(1)は～」などと記載する場合、「イカノ■(1)ワ～」とカッコ前に言葉

をつけたり、「～は割合（％）」であることを記載する場合、「～ワ■ワリアイ、■タンイ■外 p」とカッコを

用いずに書いたり、閉じカッコのあとに句点を付けて点訳挿入符を閉じるなど、点訳挿入符の内側に第

1 カッコが接しないように工夫します。 

 

① × （胸部） → 七キョーブ七七ムネノ■ブ七七七 

 ※開き記号どうし、閉じ記号どうしが連続する場合に間をマスあけすることはできません。 

〇 （胸部） → 七キョーブ七無七七ムネノ■ブ七七 

 ※カッコを閉じた後に、一マスあけて点訳挿入符を開きます。 

 

②点訳挿入符内に「(1)は～」などと記載する場合、「イカノ■(1)ワ～」とカッコ前に言葉をつける。 

       （１）は～ → 以下の（１）は～ 

× (1)は～ → 七七七数１七ワ～ 

〇 イカノ■(1)は～ → 七七イカノ無七数１七ワ～ カッコの前に「イカノ」の言葉をつけた 

 

③点訳挿入符内に「～は割合（％）」であることを記載する場合、「～ワ■ワリアイ、■タンイ■外 p」と

カッコを用いずに書いたり、閉じカッコのあとに句点を付けて点訳挿入符を閉じるなど、点訳挿入符の

内側に第 1 カッコが接しないように工夫します。 

   「～は割合（％）」 → 「～は割合、単位％」、「～は割合（％）。」 

× ～は割合（％） → 七七～わ無わりあい七、ね七七七 

〇 ～は割合、単位％ → 七七～わ無わりあい、無たんい無、ね七七 

 ※カッコを用いずに書く 

〇 ～は割合（％）。 → 七七～わ無わりあい七、ね七。無無七七 

 ※閉じカッコの後に句点を付け点訳挿入符を閉じる 



【Q】 

次のような文章で、視線(指線）の部分の点訳ですが、カッコ内に点訳挿入符を使おうと思うと閉じ

カッコとの関係で使えないのですが、このような場合はどうしたらよいのでしょうか。 

本のページの手触りを意識し、視線(指線）で活字を追いながら、紙上ワークショップをお楽しみくださ

い！ 

 

【Ａ】 

このような場合、シセン（シセン）と書いても、同じ読みの繰り返しで、分かりにくいだけですので、 

シセン点挿ミル■セン、■カッコナイニ■ユビノ■セン点挿 

などのように、同じ読みの語がカッコ内に書かれていることを説明するとよいと思います。 

  

 視線(指線） 

 × シセン（シセン） 

 〇 シセン七七ミル■セン、■カッコナイニ■ユビノ■セン七七 

 

【Q】 

点訳挿入符を使い説明するとカッコが続いてしまう時の対処の仕方を教えて下さい。 

家臣たちからは「お館様（お家形様）」と呼ばれ、 

この部分はどの様に点訳すればよいでしょうか？ 

 

【Ａ】 

「お館様（お家形様）」の漢字の違いについて、原本でこの前後に言及されていず、単に２種類の書き

方を示しただけでしたら、「オヤカタサマ」と書くだけで、（～）は無視してもよいと思います。 

もし、漢字で２種類の表現があることを示す必要がある場合は、 

１．「オヤタカサマ((カッコ内に異なる漢字で書いてある））」 

２．「オヤカタサマ((「ヤカタ」は「たて」と、カッコ内に「イエ、カタチ」））」 

などの説明をいれてはいかがでしょうか。 

 

お館様（お家形様） 

・ 原本でこの前後に言及されていず、単に２種類の書き方を示しただけでしたら、オヤカタサマ」と

書くだけで、（～）は無視してもよい 

 

〇 オヤカタサマ 

〇 オヤカタサマ七七カッコナイニ■コトナル■カンジデ■カイテ■アル七七 

〇 オヤカタサマ七七「ヤカタ「ワ■「タテ「ト、■カッコナイニ■「イエ、■カタチ「七七 

 

【質問】「悲しい（哀しい）」と本文にあるのですが、どちらも「かなしい」と読むけど点字でどう書く？ 

 

【回答】 

原本でこの前後に言及されていず、単に２種類の書き方を示しただけでしたら、「カナシイ」と書くだ

けで、（～）は無視してもよいと思います。 

悲しい（哀しい） → カナシイ 



   『点訳フォーラム』より ｐ106～ カッコ類 

【質問】 

 以下の文章のカッコについて質問です。 

１．チーフは僕たちを（僕たちの両親との金銭的取り決めに従って）セントラルパークに連れて行った。 

２．僕たちは季節に（ごく大雑把に）合わせてサッカーか野球をやった。 

３．今朝、あまりの寂しさに、笑い男はひっそり（その足どりは猫のように優雅であった）隠れ家の周りの

うっそうたる森に出かけて行った。 

 

 ※「文章の切れ続きの決まりに従って判断すると、カッコの閉じの後ろに、前から続く助詞や助動詞

あるいは句読点などがあればカッコの前後は文として続いていると判断し注釈的説明と考えカッコは

続ける。カッコで囲まれた文を省いて読んで文脈が続かなくなる場合は挿入と考える。」とベテランの

ボランティアさんに教えてもらったのですが、この考え方で考えると、 

 

挿入は１．２ 

１．チーフは僕たちを■（僕たちの両親との金銭的取り決めに従って）セントラルパークに連れて行った。 

２．僕たちは季節に■（ごく大雑把に）合わせてサッカーか野球をやった。 

 

注釈的説明は３ 

３．笑い男はひっそり（その足どりは猫のように優雅であった）隠れ家の周りのうっそうたる森に出かけ

て行った。 

 

３．はカッコの閉じの後ろに、前から続く助詞や助動詞あるいは句読点などがなく迷ったのですが、カッ

コが前の語「ひっそり」にかかっているということで、注釈説明でつづける。あと、てびき 108 ページの

参考のどちらか迷う場合も多いので、迷った場合は基本的な用法を選び、前の語に続けるように考え

ました。 

 

※「ただ、［参考］には、前を区切って書く場合と 

して、『独語と、前の語句の説明ではなく後ろの 

文脈にかかること』が挙げられています。」 

『点訳フォーラム』より 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【回答】 

ベテランのボランティアさんの説明も、その通りと思いますし、切れ続きの判断もお考えの通りと思

います。 

３．は、お考えのように前の「ひっそり」の補足説明ですし、カッコの開き閉じの記号を省いて、続けて

読むと文脈が不自然になりますので、説明カッコとの判断になると思います。 

 

『点訳のてびき第４版』10６-108 ページ 

 

 

 

 



カッコ類 てびき 106-108 ページ 

料理も自分で（休み休みですけれど）しましたし、 

 

スーパー（人混みにはまだ無理ですね）に買い物にいったりしてみた。 

 

理学的研究では、一夫一妻制社会では（一夫多妻制社会とは異なり）男性は５１歳以上生きる意がな

いと、かなりピンポイント的な値を算出して結論されているくらいです（やっぱりツライ）。 

 

乳がん、卵巣がん、白血病、肺がん、すい臓がん・・・、等々（やっぱり多い）。 

 

こうした感染症は（他の身体的疾患も）本書の後半で強調している「普通の生活（食を含む）」で（無

意識にも）十分に対応できますから、やっぱり本文を普通に読んでください。 

 

 「すっぱい」という語は、「酢」と「はゆい（くすぐったいようなイライラさせられる様子）」とを組み合

わせてできた言葉である。 

 

 ＵＤ（Universal Design）のように、最近は単語の頭文字を使った省略語が多い。 

 

 外国の街を歩いていると、occupied（満室）、vacant（空き部屋あり）のサインが出ているホテルを見

かけます。 

 

 「しばらくしたら（子供たちが）出かけてしまうので、すぐに呼んできましょうか」と、荷物を抱えた母

に私は言った。 

 

 あのふわふわ浮かんだ雲に手が届くような気がするよ。（中略） 

 

 「自然学者」と呼ばれていた人々（彼らはやがて「智を愛するもの（哲学者）」と呼ばれるようになる）

は、世界全体（宇宙）は一体として完結しており、万物について知ろうとするならまずは人間について

学ばねばならない、と確信するに至った。 

 

 会社での社員採用の際、「即戦力となる人材がほしい」という声を聞くことがある。即戦力となる人

材とは、会社にとって有益な価値の資源をすでに持っている人物であることを意味する。しかしたいて

いは、そのような人物は、（特に新卒では）見つかりにくく、資源を提供できるように「教育」をする場合

が多い。 

 

 私（平凡な妻）が、そんな大冒険をするなんて、彼（夫）には、想像もできないことだったらしい。彼は

（見知らぬ他人がそこにいる）というめで、私をじっと見つめた。 

 

 私は、心の中で（ダメだったか）とつぶやいた。 

 

 こんな姿は見せられない（「見せれない」はラ抜き言葉である）。 

 

 こんなことってあるだろうか。（あるはずがない） 


